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はじめに
新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)は感染率が高いため、効果的な対策を迅速に開発するこ
とが求められています。世界中の医療、感染症学、微生物学、工学の専門家が新型コロナウイ
ルスには、空気消毒とろ過が重要であると発表される中、アメリカの研究機関「MRIGlobal」に
て、新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)を使用したAURABEAT（オーラビート）社の銀イオン
AG+技術が空気中のウイルス除菌に効果的なのか実験を行いました。AURABEAT（オーラ
ビート）社の銀イオンAG+技術は、ウイルスの分解と破壊、活動と感染性の抑制、リボ核酸の
破壊、細胞への付着と侵入の防止、複製の阻害に有効であると検証されました。その他の国際
基準機関において認定を受けています。
研究機関「MRIGlobal」のバイオセーフィレベル3(BSL-3)の実験室試験において、AURA-
BEAT（オーラビート）社の銀イオンAG+技術は空気消毒に非常に有効で、新型コロナウイル
ス除去にも有効であると評価されました。

AURABEAT（オーラビート）社の銀イオンAG＋技術の試験レポート
2020年9月4日

研究機関︓ MRIGlobal
　細菌ウイルスなどの微生物や病原体等を取り扱う専門知識を持つ研究機関であり、独自の研究所、米国
エネルギー省及び国防総省との共同研究施設を保有する研究機関です。
同機関は新型コロナウイルス (SARS CoV-2) を使用してAURABEAT（オーラビート）社の銀イオンAG+

技術の適用実験を行いました。試験レポートによると同社の銀イオンAG+技術が、新型コロナウイルス
(SARS CoV-2) を迅速かつ有効的に除去できると高く評価されました。

クリステン・ソロシンスキー博士は、ポリメラーゼ連鎖反応（PCR）、細胞培養、RNAやDNAの単離など、
分子生物学の技術に精通している免疫組織化学者である。 MRIGlobal のウイルス学科学者を努め、ライフ
サイエンス部門の新型コロナウイルス（COVID-19）の薬剤・機器試験を担当する。クリステン・ソロシ
ンスキー博士はバイオセーフティレベル 3（BSL3）実験室で勤務するための SRA認定を受けており、同
部門の新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）検査のほとんどを担当する。

司徒健南博士は、AURABEAT（オーラビート）社の共同創業者であり、テクニカルディレクターを務めて
いる。機械工学の博士号を取得しており、15年以上の室内環境品質に関する研究経験がある。専門分野は、
ウイルス感染の空気力学、バイオエアロゾル、空気中リスク分析、空気ろ過、空気消毒技術など。 香港科
学技術大学の助教を務め、 2017 年にヤジンテクノロジーを設立し、テクニカルディレクターを務めてい
ます。 司徒健南博士は、空気浄化や室内環境品質に関する 4つの特許技術の共同発明者。研究開発チーム
を率いて銀イオンAG+技術で空気ろ過技術の開発に取り組み、その技術はMRIGlobal によって新型コ
ロナウイルス（SARS-CoV-2）を 99.9％以上除去できることが証明されました。

MRIGlobal の紹介

実験の責任者︓ Kristen Solocinski （クリステン・ソロシンスキー）博士
 　　　　　　　《MRIGlobal ウイルス学科学者》
　　　　　　　 国立がん研究所 博士研究員
　　　　　　　 フロリダ大学医学部にて生化学及び分子生物学の博士号を取得
　　　　　　　 西ミシガン大学にて生化学と生物学の 2つの学位を取得

AURABEAT（オーラビート）社・AG+（銀イオン）技術開発者
　　　 　司徒健南（ストケンナン）博士
　　　　　《オーラビートのテクニカルディレクター》
　　　　　香港科学技術大学︓元研究助教授兼機械工学博士
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【和訳】

アメリカの研究機関「MRIGlobal」は、AURABEAT TECHNOLOGY社に 「ASSESSMENT OF MELT 
BLOWN FIBER WITH ANTIVIRAL COATING AGAINST SARS-COV-2 」と題した報告書を提出した。こ
のプロジェクトの目的は、AURABEAT（オーラビート）社の銀イオンAG+技術で処理されたろ過作用技術が、生
体外での試験で新型コロナウイルス（SARS-COV-2）の増殖を抑制することができるか認証することでした。試
験をする上で物質X（以下Xで表記）コーティング処理及び無コート状のメルトブロー不織布（綿毛）にそれぞれ
200μlのウイルス量を添加しました。30分後、不織布からウイルスを回収し（もし存在すれば）、VeroE6細胞株
を添加しました。プレートを、細胞毒性効果(CPE)のために５日間にわたり試験で調べました。細胞毒性はXコー
ティングした不織布で認められたが、無コート状の不織布では認められませんでした。また30分後のXコーティ
ング処理サンプルでは、細胞毒性は観察されませんでした。

※VeroE6細胞（アフリカミドリザルの腎臓から抽出した連続継代が可能な培養細胞。
ゲノム（遺伝子情報）配列で、ヒトのゲノムの配列レベルと90％の相同性がある）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
《結果概要》

プロジェクト311664.01.001の目的は、AURABEAT(オーラビート)社の抗ウイルス空気ろ過技術で処理され
たろ過媒体が培養器で新型コロナウイルス(SARS-COV-2)の増殖を抑する能力を有するかを確認することで
した。MRIGlobalは、BEIリソース（ＮＲ-52281）から入手した細胞株のウイルスを使用しました。これをVero 
E6細胞株（ATCC CRL-1586）で増殖させた。これらの細胞を中和アッセイにも使用した。Vero E6細胞を、5％
のFBS（ウシ胎児血清）およびPSN（ペニシリンストレプトマイシン、およびネオマイシン）を添加した増殖培地（
DULBECO'S MODIFIED EAGLE MEDIUM F12）からなる増殖培地で培養した。

VeroE6細胞をアッセイの前日に96-ウェル（穴数）プレート上に培養し、60％～70％の状態まで増殖させた。中
和アッセイの日に、メルトブロー不織布に200μlのウイルスストックを接種し、バイオセーフティキャビネット内
で30分間放置した。30分が経過したときに細胞培地（DMEMF12）の2μlを不織布に追加し、軽くウイルスの再
懸濁を促進するためにセルスクレーパーで擦った。サンプルは空の96-ウェルプレートに追加し、細胞培地（
DMEMFI2）を1：10に希釈した。これらの希釈液は、その後、プレート培養を除去したVeroE6細胞を少なくとも
15分後に、FBSを補充した細胞培地（DMEM F12）を細胞に添加して５日間培養した。この少なくとも15分間の
培養時間は、ＦＢＳの干渉を受けずにウイルスを細胞に吸着させるためである。ウイルスを添加していない細胞
毒性試験も実施した。アッセイ（生物検定）は、各条件について５回複製して実施した。

　　

【原文】



【原文】

 

【和訳】

5日後、細胞は、ウイルスの存在および複製に関連した細胞病理効果（CPE）の存在について検査された。検査は、
顕微鏡（10倍対物レンズで培地全体を一度に見ることができる）を使用して、細胞の形態を観察することによっ
て行われる。
健康なVero細胞は、細胞間の空間がほとんどない単層の細胞で、端がつままれていたり、丸くなっていたりして
、やや透明感のある外観をしている。
細胞病理効果（CPE）を示す死細胞は、プレートに付着していないことが多い。丸い形をしていて、生きている細
胞よりもはるかに小さい。底面にはかなりの空洞が見られる。細胞が表面から剥離しているプレートの細胞病理
効果（CPE）を表示している培地は、全体が影響を受けているのか、それとも一部だけが影響を受けているのか。
これは生存可能なウイルスの存在を示すことになるからである。

細胞毒性は、Xコーティング処理された不織布（綿毛）から回収されたサンプルの最初の希釈で観察された。Xコ
ーティング処理された不織布に培地を添加すると、それは赤色から紫色に変化し、これは pHがより塩基性の高
いレベルに上昇したことを示している。無コート状のサンプルからは細胞毒性は観察されなかった。細胞毒性が
消失したため細胞病理効果（CPE）が観察されなかったが、細胞毒性を示す96ウェル（穴数）プレート内にウイル
スが存在していたかどうかは確かとは言えない。これらのサンプルのウイルス減少量の定量化には限界があり
ました。5日間の数値読み取りでは、どの試験培地でも細胞病理効果（CPE）は認められなかった。感染していな
い対照群はすべて健康なままで、5 日間の観察期間中、細胞病理効果（CPE）は表示されなかった。表１は、これ
らの所見を数値にて要約したものである。測定は、リード・ミュンヒ法計測器を用いて算出した（細胞培養および
生体内で生成されたHCV感染性を測定するMethods Mol Biol. (2009型) 510:329-36). 
結果は、時限付き制御に対する対数減少、および新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)感染性のパーセント減少
として示される。

この実験から、Ｘコーティング処理を施した不織布（綿毛）が細胞毒性の侵入を防止し、かつ破壊することに非常
に優れていると結論づけている。Vero細胞の新型コロナウイルス(ＳＡＲＳ-ＣｏＶ-２)感染を阻害するのに有効で
ある。重要なことは、Xコーティング処理で観察された細胞毒性は、最高濃度でのウイルスの列挙を制限してい
るため、細胞毒性を示す培地にウイルスが存在していたかどうかを判断できないことに注意が必要である。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



MRIGlobal の実験レポート MRIGlobal の試験結果 1

MRIGlobal による空気中の浮遊ウイルス減少率の試験

◆試験説明◆

バイオセーフティーレベル 3(BSL-3) の実験キャビネット内に新型コロナウイルス
を含んだ培養液を噴霧して、空気中に分散された状態で浮遊ウイルスの減少率を
測定する。

説明図

◆試験結果 1◆
稼働 15分で空気中の浮遊ウイルスが 99.9％カットされ、30分では完
全にカットされた状態であることが確認された。

試験②‥オーラビートAG+技術・UV除菌・プラズマ照射を使用した場合の浮遊ウイルス減少率

試験①‥オーラビートAG+技術・UV除菌・プラズマ照射を不使用の場合の浮遊ウイルス減少率
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Aurabeat AG+技術が以下の性能を有していることを証明するものです。
以下の試験・認定を実施しています。

研究機関(MRIGlobal)
米国 培養細胞系統保存機関（ATCC）
Vero E6細胞を使った組織培養感染量の中央値を分析。
オーラビートの技術が30分以内に
COVID-19（SARS-CoV-2）を99.9％以上排除できること
を証明しています。

細菌除去試験
黄色ブドウ球菌、大腸菌、天然空気中浮遊菌を対象とした
試験を実施しました。
2つの菌種で99.9%除菌が確認できました。

GB / T 18801-2015 Bクリーンエア配給率（PM 0.3以上）
クリーンエア配給率（CADR）≥375m3/ hr

IEST-RP-CC001.5 HEPAおよびULPAフィルタ-
ろ過効率テスト
99.7%のろ過効率

イギリス 医学研究審議会（MRC-5）
ヒト細胞に対する細胞毒性がないことを証明しています。

国際標準化機構 ISO10993-10
（医療機器の生物学的安全性評価）
刺激性および皮膚感作性のテスト。
皮膚刺激を起こさない技術であることの証明。

アメリカ食品医薬品局 FDA 登録510（k）クラス2医療機器
FDAが医療用の滅菌空気清浄機として承認。

HKIAQガイダンスを参考にした現場IAQ評価
 空気清浄機によるオゾン発生は観測されていない。

認定 /団体 説　明

ウイルスを改質した繊維素材の実験機関(マイクロケム)
米国 織物化学者協会 (AATCC)
ヒトコロナウイルス用に改変されたAATCC100
使用し実験しました。
30分でヒトコロナウイルスを99.09％除去できました。

2020年12月29日

MRIGlobal の試験結果 2 オーラビート社の銀イオンAG+技術に関する認定団体一覧

◆試験結果 2◆
空気中粒子の測定データにより、オーラビート社の銀イオンAG+（技術・
UV除菌・プラズマ照射）技術を使用した場合、15分後に実験室キャビ
ネット内の浮遊ウイルスを完全にカットできることが確認されました。

■　オーラビートAG+技術を使用した場合　　■　オーラビートAG+技術不使用の場合

浮遊粒子の総数（空気 1リットルあたりの数）

◆総評◆
AURABEAT（オーラビート）社の銀イオンAG+技術は 15分で実験室キャビネット内の
空気中の浮遊ウイルスを 99.9％カットできることが確認できる。
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AATCC 100 – 
99.09% Elimina�on (2.04 log10 Reduc�on) on Human Coronavirus in 30 minutes 

【原文】

【和訳】
新型コロナウイルスを30分で99.09%除去(2.04 log10削減)

MICROCHEM（マイクロケム）社研究所

《研究報告書》

●研究課題
AATCC-100規格
抗菌加工した繊維素材のウイルス抗菌試験

●製品
AURABEAT（オーラビート）社の銀イオンAG+技術によるエアフィルター

『概要』

●研究名　　‥AATCC-100 抗菌試験繊維素材のウイルス除去
●研究識別№‥NG15769
●試験微生物‥新型コロナウイルス、ストレイン２２９Ｅ、ＡＴＣＣ VR-740
●時間　　　‥30分

●実験日
実験開始日時：2020年7月23日 / 15：15
実験終了日時：2020年7月30日 / 19：12
研究終了日時：2020年8月5日

マイクロケム社の研究報告書
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【原文】

【和訳】

AURABEAT（オーラビート）Technology社
№‥NG15769

《試験結果（フィルター実験）》

培養濃度を変えた細胞への影響を観察する反復実験

●平均対数減少値‥2.04Log10
●平均減少値　　‥99.09％

細胞への影響0値=ウイルスは細胞毒性の検出なし。

マイクロケム社の研究報告書
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Bacteria Elimina�on Test –  
> 99.9% Elimina�on on 2 Strains of Bacteria  

 
  

【原文】

【和訳】
細菌除去試験
2種類の菌種で99.9％除去

2020年7月10日付
実験報告書[GZF20-010912-01]

《生体試験》黄色ブドウ球菌ATCC 6538

細菌濃度(CFU/ML)　　　　　　
"0Ｈ "接触時間（CFU/SAMPLE) 
「0H接触時間」(CFU/サンプル)　
「24H接触時間(CFU/SAMPLE) 
「24H」接触時(CFU/サンプル)　 
削減率(%)　　　　　　　　　　 

《生体試験》大腸菌ATCC 8739

細菌濃度(CFU/ML)
"0Ｈ "接触時間（CFU/SAMPLE)
「0H接触時間」(CFU/サンプル)
「24H接触時間(CFU/SAMPLE)
「24H」接触時(CFU/サンプル)
削減率(%)

備考
1.テストサンプルは直径4.8㎝の3つの円形標本に、1回当たりの1mlを接種する。
2.サンプルはSGS研究室から提供された標準的な綿を使用する。
3.事前処理を行わない実験とする。
4.依頼主の要望に応じて、試験項目の大腸菌はAATCC100-2012を使用して実験する。

SGS社の研究報告書

1.9ｘ10^5
1.2ｘ10^5
1.8ｘ10^5
<100
8.5ｘ 10^7
99.9％以上

1.9ｘ10^5
1.4ｘ10^5
1.9ｘ10^5
<100
1.4ｘ10^8
99.9％以上
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Cytotoxicity test on human cell – Medical Research Council cell strain 5 (MRC-5) 
No cytotoxicity to human cell 

 

 
  

【原文】

【和訳】
ヒト細胞の細胞毒性試験  医学研究評議会細胞株5（MRC-5)
ヒト細胞への細胞毒性なし

AURABEAT（オーラビート）Technology社
№NG15769

《実験結果》

●表3　細胞毒性コントロール結果

ウイルスは検出されず、抑制細胞毒性は認められず。

●表4　試験物質の中和コントロール結果

ウイルスは検出されず、抑制細胞毒性は認められず。

SGS社の研究報告書



【原文】
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ISO 10993-10 Biological evalua�on of medical devices — Part 10: Tests for irrita�on 
and skin sensi�za�on 

Proven that the technology does not cause any skin irrita�on 

 

【和訳】
ISO 10993-10 による生物学的評価法
第10回：「刺激性の検査と皮膚感作性に関して」

目的‥肌荒れ等の刺激を起こさない技術であることの証明実験

《研究報告書》
　2020年8月1日付
　№DY 20060312

●試験施設
STC (東莞)福民南路68号
ダラン、東莞、広東省、中国
郵便番号：523770

●スポンサー
Roger Sze（ロジャー・シート）氏　中国名（ストケンナン）氏
AURABEAT Technology社
19W棟6階 651号室 第19号サイエンスパーク
西大道、香港サイエンスパーク、パクシェク
コック、N.T.、香港

●試験タイトル
AURABEAT（オーラビート）社の銀イオンAG+技術の皮膚刺激性試験
ISO規格 10993-10:2010を使用してオーラビート社の銀イオンAG+エアフィルターでの試験
試験方法は0.9% ナトリウム塩化物注射と大豆油エキスによる皮膚刺激性試験

●試験品名
オーラビート社の銀イオンAG+エアフィルター

●試験品目の識別票
CP-MD-2465
CSD NO: CL20200601920

STC社の研究報告書
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【原文】

【和訳】

《GLP研究報告書》

　2020年8月1日付
　№DY20060312

《動物の皮膚を使用した刺激（炎症）実験》

●表8　動物SCグループへの刺激（炎症）実験数値
動物の皮膚を使用して肌荒れ等の刺激（炎症）が発生するか実験した結果
反応指数は無視できる（影響なし）。

●表9　動物SOグループへの刺激（炎症）実験数値
動物の皮膚を使用して肌荒れ等の刺激（炎症）が発生するか実験した結果
反応指数は無視できる（影響なし）。

結論

実験結果において動物の皮膚には紅斑や浮腫は観察されなかった。
試験品抽出物の初期の毒性反応の数値は、いずれも0.0でした。
試験品抽出物の毒性反応は無視できる（影響なし）と判別されました。

STC社の研究報告書



【原文】

【和訳】

FDA（米国食品医薬品局）登録510[条項]クラスⅡの医療機器登録
「医療器機（規格）の空気清浄機として承認」

《2020登録証明書》

　AURABEAT（オーラビート）Technology社の空気清浄機は医療器機規格として証明する。

　所在地‥第19サイエンスパーク19号棟6階W棟651号室
　　　　　香港サイエンスパーク西大道
　　　　　パク・シェクコック、香港

　施設所有者 登録№10077333
　デバイス分類‥空気清浄機、医療用循環装置
　登録コード‥FRF 880.5045
　公式連絡者・米国代理人‥ レジストラ株式会社
　所在地　‥144リサーチ・ドライブ バージニア州ハンプトン 23666, 米国
　電話番号‥+1-757-224-0177 - FAX: +1-757. +1-757-224-0177 - 
　FAX　 　: +1-757.224-0179

Registrar Corpは、上記の登録が引き続き有効であることを確認します。 年度末までの証明書となります。た
だし、この発行後に当該登録が終了した場合を除きます。 
Registrar Corpは、登録以外の表明または保証を行わず、指定された証明書保有者以外の個人または団体に
対する表明または保証も行いません。 それが発行される唯一の証明書保有者の利益のためにあるからです。
FDA(米国食品医薬品局)による証明書は、所有者のデバイス（装置）または事業に関して承認することはできま
せん。Registrar Corpは、上記に関連していかなる個人、法人に対してもその責任を負わないものとします。 
連邦規則第21条（21 CFR 807.39）に準拠して、デバイス（装置）の事業登記または登録番号の譲渡につい
ては、その事業またはその製品を承認するものではありません。 登録証明または登録番号の所持を理由に、公
式承認との印象を与える表現は誤解を招き、 ブランドの信頼や価値を下げることに該当する。FDA(米国食品
医薬品局)は登録番号を発行しますが証明書を発行していません。Registrar CorpはFDA(米国食品医薬品
局)と提携関係はありません。
【付記】REGISTRAR CORPは第三者証明書として購入者、納入業者に発行することができる。

[発行元]
REGISTRAR CORP
144リサーチドライブ、ハンプトン、バージニア23666、アメリカ
TEL‥+1-757-224-0177
FAX‥+1-757-224-0179
E-mail‥info@registrarcorp.com
URL‥www.registrarcorp.com

FDA登録証
　　　　　　　　　　［2020年 8月24日付］



●MRIGLOBALの実験

オーラビート社の銀イオンAG+技術は、浮遊ウイルスの感染制御に非常に有効です。
オーラビート社の銀イオンAG+技術は、実験室キャビネット内の浮遊ウイルス粒子を15分で99.9％除去でき、
30分後に100％除去できることが確認されました。

●マイクロケムの実験

様々な培養濃度で調整して実験した結果オーラビート社の銀イオンAG+技術のフィルターでは99.09%
減少してウイルスは繁殖せず、細胞毒性は検出されませんでした。

●SGSの実験

黄色ブドウの球菌と大腸菌を使用して実験した結果、ウイルスは検出されず細胞毒性は認められません
でした。

●STCの実験

皮膚への刺激性と皮膚感作性の実験をした結果、肌荒れを起こさない技術であることが証明されました。

●FDA

米国では医療器機規格の空気清浄機として認定されました。
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